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モ ス ク ワ 滞 在 記 丑
信州大理 勝 木 渥
52.観 察 雑 記 (大学の外で )
スローガン モスクワに到着 した日,郊外にある空港からインツー リス トの車でホテ
ル-向かう途中,まず何よりも印象的だったのは道の両側に林立する高層アパート群で
あった｡運転手に ｢アパー トか ?｣ときいたら ｢そうだ｣ と答え ｢おれもそれに住んで
いるのだ｣と付け加えた｡アパー トの屋根屋根には赤い字のスローガンが立っていた｡
ぼくの記憶にのこったものを書いてみると, ｢共産主義-のレーニンの道に沿って｣｢万
国の労働者団結せよ｣ ｢恒久平和と共産主義のために｣ ｡ レニングラー ド･ホテルの部
屋の窓から真向いに見えた建物の屋上には ｢われらの目標は共産主義だ｣ o このホテル
のすぐわきを通る鉄道が道路を跨 ぐ橋桁には ｢しかり, レーニン的コムソモールは健在
なり./｣ ｢5ケ年計画が重要な課題だノ｣ ｡ モスクワ大学の哲学 ･経済学部の建物の屋

































こぜに ソ連には 1,2,3,5,10,15,20,50カペイクおよび 1ルーブリの硬
貨がある｡ 紙幣には1,2,3,5,10ルーブルがある｡ 50R,100R などの紙幣も
あるらしいが手にする機会がなかった｡色からみて 1-5K玉は黄銅貨で3K玉がちょ
うど5円玉の大きさ, 5K玉は10円玉より-廻 り大きい｡ lox -1R玉 は色から
みて白銅貨で 20K玉がちょうど100円玉と同じ大きさである｡ 1K,2K,3K,5K
玉にはそれぞれ特殊の用途がある｡モスクワでは水 (炭酸水 )の自動販 売機にいた
る所でお目にかかる｡ 日本のジュース類の自動販売機 とちがう所は, コップが使い捨て
の紙 コップではなくて,ガラス (合成樹脂 ?)のコップが1つか 2つちゃんと販売機に
備 えつけてある点にある｡販売機には潅水装置がっいていて, コップをその上に伏せて
きちょっと押す と水が噴水のように出てコップの内面を洗 う仕掛けになっている｡ 1K

















ばで見ていた中学 1年 くらいの女学生がかばんから小さな財布をとり出して中の小銭 を
数えていたが, もう一枚10K玉ないかときく.もう1枚出す と,かの女は 15K玉 と5





















トランプ トランプの図柄は寓国共通かと思っていたら,実はそ うではなかった｡ ド
ルショップで安 くて気のきいた土産物 をと物色していたら奇妙な トランプがあった｡ 1











ぬと思って,のちにボリスのうち-行ったとき, ソ連では トランプをやるか ときいてみ
た｡ ｢やるとも,やるとも｡フッ トボールの試合をみたあとは,-ばいや りながらトラ
ンプるやるのが常である｣といって,ボリスはかれの トランプをみせてくれた｡よく使




ップ1ぱい6Kであった｡ (このコップは紙 コップだった.) ある日,とてものどがか
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温水プール 昨年のモスクワの初雪は9月 22日だった｡ 夕方 6時頃ホテルの部屋に
帰った時には冷たい雨が降っていたのだが, 7時頃ちょっと雪になった｡ふと目を窓の
外にやったとき白いものが流れるようにおちてくるのがみえて,ぼくは思わず心の中で
｢雪だ !｣と叫んでしまった｡その翌 日が秋分だった｡雪は積 もらなかったが,朝出勤
してきたデジュルナヤがぼくの顔 を見るな り ｢今 日はとても寒い｣といってからだをち
ぢめて身ぶるいしてみせた｡この日プーシキン美術館に出かけた｡先週大学ホテルのレ




ぬと思 って付近 を散策 した｡ この美術館の近 くにはすぐ裏手にマルクス ･エンゲル
ス博物館,やや離れた所にはプー シキン博物館, トルス トイ博物館,科学者 クラブ,
ソ連平和委員会等の建物があ り,またす ぐ近 くには,一年中泳げる露天の大プール
がある｡こんな寒い 日だったが,子供たちがた くさん水着 をもって泳 ぎにきていた｡
プールの水面からは湯気がたっていた｡
美術館 (入場料は30K)からの帰 り, レー ニン丘を散歩 しながら帰ろうと思い,地







れは温水 プールの建物で,入口の掲示には ｢プールの水があっすぎて,今 日は泳げな叫
と書いてあった｡何だかとてもおかしく愉快になって, レーニン丘-むかって歩きはじ
めたが,途中水着 をぶ らさげて体育館の方に向かう子供たちと何度 も行きあった｡散策
の途中にみたモスクワ大学の時計台の温度計は2oCをさしていた｡
わさび ロシャ人は大食である｡アナ トー リイによれば,ロシャの冬は寒いからたく
さん食べなくてはならない｡夏になってもその癖がぬけないから,いきおい食べすぎる｡
中年すぎた婦人 (婦人だけとは限らない )に一般に肥満傾向があるのはそのためなの
だそ うである｡アナ トー リイも33才だったが下腹が少 し出はじめていた｡
かれらなみには到底たべられないので,朝,ひるは軽くパンと牛乳程度ですませ,平
日は一 日一回大学の食堂で閉店 (夕方5時 )まぎわに正餐をとることにした｡まず前菜
が出る｡前菜というからまず口ならしの軽いものかという気がするが,必ずしもそうで
はなく,要するに冷たい料理なのである｡だから冷たい肉料理や魚料理も前菜に入るし,
ヨーグル トやバターなども前菜のうちだ｡安いものでは み じん切 りの人参にスメタナ
(ヨーグル ト風のもの｡ここではマヨネーズとでも思っておけばよい )をかけたサラダ
が5K,高いものではキャビヤが73K,えんどうをそえた ロース トビーフが42K とい
う所だった｡30Kも出せばちょっとした肉入りのサユダが食べられた｡次に第一皿と称




ピューレと生キャベツをそえた焼魚 (切身 )が30K,高 い もので ヒ レ肉の ビフテキ
(玉葱,焼きジャガイモ,えんどう付き )が70K程度であった｡大体 50Kくらいで一
応のものが食べられる｡最後にデザー ト,これはリンゴの生果汁が8K,コーヒー10K,
アイスクリーム なら20Kくらいである.(以上は大学での給仕のいる食堂 - テーブル




用 しなかったようである)o大体 1R50Kも出せばかな りゼイタクな食事 をとったと
いう満足感 を味あうことができた｡少 しけちけちした正餐のとり方をすると1Rで少し













いでながらPonchikは ｢球形のパイの一種｣と種いてあるが,これは実は ドー ナツのこ
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ーに書いてある料理 の名前は珍紛漢粉で注文 したっもりのものとは違 う料理が来てしま
うのだそ うである｡ぼ くはメニューをもらって来る話をして, ｢こうい うわけで少 しも
困ってお らぬ｣と言ったら, ｢もし記念 に持ち帰ろうとい う積 りがないなら,それを頂
けまいか｣と申されたO いろいろ親切にしてもらったお礼に,ぼ くは帰国前に収集品の
中から2枚ほど献上 してきた｡わさびのあることを話 したら, ｢それは初耳だ｣とのこ
とであったo 奥さんがすLを作ることもあるそ うであるOぼ くは,わさびのことをKh-
renというのだ,とお教え申上げてきた｡
ラジオ ぼ くの最初に泊った レーニングラー ド･ホテルのぼくの部屋にはやや時代も
ののラジオが備えつけてあったが,それにはつまみがひとつ しかついていなかったo右




ラジオ放送は朝 6時に始まり夜 12時におわる｡始まりの時は, まず鐘 の音 が入って,
｢モスクワ放送, 8月30日木曜 日｣とい うようなアナウンスが入 り,アナウンサーが少
し何か朝のあいさっをする｡それから15分くらい男 と女のアナウンナ-が一区切づっ交
代 叩 J7Jユどしゃべっている｡ H調や断片的に判 じえた隻語などから察するに,ニュ-ス
Ilヽ-･.rI~TA_JI
とかこの 日にまつわる故事来歴について語っているらしい｡ 6時 15分にラジオ体操 とお
ぼ しきものが始まる｡ 体操音楽を背景に, 日本と同じように, 1, 2, 3, 4と号令を
かけたり,右,左,右,左 とか,まげて,のばして, とかあいのてを入れたりしている.
ぼ くも時々この音楽 と号令にあわせて我流の体操をや った りした｡6時半までが体線
の時間だが,ときに6時 28分頃終ってしまって ｢では皆さん,さようなら｣と言ったき
り, 2分程 ラジオが沈黙 したままだったりする0 6時半からニュースと覚 しき放送が始
まる｡















｢イ｣の語尾 をもつ ものがないためだろうと思 うが,カツキや外来語タクシーは語尾変
化 しない )｡ついでながら, 日本の新聞もときに中央館ホールの売店で売っていた｡も
っともそれは ｢赤旗｣で 19日おくれほどのものがたまに 1部 おかれてあった りしたo
外国新聞は一律 30K であるoぼ くも2度ほど ｢赤旗｣を買ったb ｢赤旗｣は三面記事
がなかなか豊富で,ぼくは立大助教授一家心中事件を ｢赤旗｣でモスクワ滞在中に知っ
た｡ほかに労働組合の総評の機関紙 ｢総評｣が売店におかれていたこともあった｡人民





ある郵便局 - ホテルの中に郵便局があるのである｡ これは実に便利だ/一 に行った
ら局員 (中年の婦人だった )が, 日本でもよく見かけるような型の,やや大型の携帯ラ
ジオ (勿論ダイヤル式で周波数が連続的に変る )をもちこんで,｡音楽を聞きながら仕事
をしていた｡ぼくはVDNKh(国民経済博 )のエレク トロニクス館にテレビやステ レオ
















ない O スター リンがあらわれるのは,ただ 2ヶ所においてのみであるO -つは革命前の,
レー ニンを長とするボルシェビキ党中央委員会の一員として若きスター リンが名を連ね











































よいであろう. モスクワ滞在中,ぼくは何度かホテルの レス トランで食事をした｡一人
旅だからいろいろな人と相席になった｡レス トランには宿泊者だけでなくまちの人も来




そして,食事をしながら,ザ ･ミール (平和のために )といってはぼくと顔を見合わせ
て乾盃するのだった｡
革命の新聞も展示 してあったが,それらの題字を見ているうちに,ぼくは一つの発見
をした｡ぼくらはロシャ語の ｢イ｣としてはNを裏返 した字体のものしか知 らないが,
革命前にはローマ字の iと同字体の ｢イ｣もあったらしいのである｡ 形容詞の語尾には,
Nの裏返 しでなく, !の方の ｢イ｣が使ってあった｡
観光案内書 国際会議のとき参加者に配られたものの中に,予稿集の他に赤表紙のポ








出国税 帰国の日が近づいてきた｡ぼくは丹生 さんから,この前訪 ソした時の帰 り機
内もちこみの荷物まで杓子定規に計量され,計量オーバーした本を見送 りの人に頼んで
日本に郵送してもらった,という話をきいたので,郵送できる本はできるだけホテルの
郵便局から送って (本や書類の発送は手軽にホテルの郵便局からできる｡ 荷造 りも郵便
局でしてくれる｡本や書類以外のもの,例えば衣類などは,都心部にある中央郵便局に









ツー リス トのホテル代の中には空港-ホテル間の往復の自動車代が含 まれているのだが,
ぼくは途中で大学ホテルに移ったために,帰 りの空港までのタクシー代は自前だった｡
メーター料金は 1カペイカづっ準連続的にあがってゆく｡結局7ルーブリ弱ほどかかっ








しなざら階段を昇って出国ゲー トに達 し,査証と旅巻の検査も終って出国 した｡50歩ほ
ど歩いたあとで,はっと忘れていたことを思い出した. 1ルーブ リ50カペイク の出国
税をはらうのを忘れたまま出国してしまったことを｡ (ただし,このことはロシャにも
若荷があることを必ずしも意味しない｡)
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